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評価指標

事業の計画・内容

）

評価

整備内容 運営体制
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3
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事業費（人件費除く）の財源内訳

(千円)

年間運営費

　このやはたまちづくり事業は、平成22年度の「まちづくり
基本計画」と平成23年度の「まちづくり計画」の策定を以っ
て、ソフト事業としての区切りとしている。

　行政主導でなく、地域では「やはた人権まちづくり協議会」が組織されており、お互い連携を保ちながら協調、協働によ
る事業の推進が図られる。

　まちづくり協議会の20年度活動状況は、活動日数が計画より少なかったものの成果は良好であった。
　　・住民向けの「まちづくりニュース」の刊行
　　・見学会、学習会、講演会などが実施され、参加者による活発な議論がなされた。

ポイント 評価項目についてのコメント

目標

実績 実績

千円

Ｈ20 H21
指標設定の考え方

目標

市とやはた人権まちづくり協議会により「まちづくり」というソフト面
整備も含めた住宅の建替・改善計画が策定される。

事業の方向性

実績値

まちづくり計画策定についての行政との協
議回数

回
目標

実績
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単位

人件費（Ｂ） 人 14,400
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地   方   債
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改善についての取り組み

1,000

平成２０年度 決算内容
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同和課
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千円未定
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18,744
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市内の類似施設

―配置（予定）人員 人

年度

運営主体

状
況
変
化
等

コード

名称

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

事
業
目
的

対象等（何を、誰を）

「やはた地区まちづくり計画」（八幡町地区における改良住
宅等の建替・改善計画）

（※対象件数

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 補助 事業類型

　八幡町地区における改良・公営の市営住宅が老朽化してい
るため、建替え・改善計画をやはた人権まちづくり協議会と協
調、協働し、順次策定中である。
〔市が協議会のために行った支援〕・活動補助金100万円を交
付した。・まちづくり計画策定業務を業者に委託し、円滑に計
画策定ができるようにした。
〔市が行ったまちづくり事業推進〕
まちづくり基本計画の策定業務を業者に委託した。
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進
　
捗
　
状
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年度 20 21
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18,744 　 Σ 5,984
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3,014
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3.0
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3,000
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一般事務費

平成２３年度 計画内容

6,7
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事業の成果を測る指標

連絡先

成果（どうなるのか）

評価者
氏　名

藤森法幸
22

(内線)

　
目標 ―

実績 　 実績

07 やはたまちづくり事業

目標

実績

Ｈ22

目標

　
　

実績

　同じ目的を持つまちづくり協議会と行政が会議を合同で開催することにより効率良く作業が進められた。
しかし、単年度の計画策定料が予定より安くなったり、計画策定が1年早まり1年分の策定料が削減できるほどのコスト減
はなかった。

　八幡町地区における改良・公営の市営住宅の老朽化から、建替え・改善等の計画及び保育所・児童館も含む地域の面
的整備を必要とする。

　まちづくり協議会との協議

評価項目

達成度

12 12
12

平成２４年度 計画内容
事 業 内 容

(千円)
金  額単位数量

207,720

平成２２年度 計画内容

3,100

7,200 3.02.0

5,100

26,700

21,600人件費（Ｂ） 人

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

計

そ   の   他

地域住宅交付金（18年度～22年度）
充当率→伊賀市全体での交付対象期
間全事業費のおおむね４５％

一 般 財 源

Ａ
の
財
源
内
訳 9,418

18,744

国庫支出金
県 支 出 金

9,326

効率性

4

4

必要性

有効性

3

3

19,288

1,000

2,000まちづくり協議会　まちづ
くり計画策定委託料

(千円)
2,000

まちづくり協議会　活動
補助金

建設事業費
　（測量・実施設計）

高齢化対応改善費

2,000

100

人件費（Ｂ） 28,800

Σ 227,008

人4.0

　
　

事業費計(A)

255,808

227,008
141,880

地域住宅交付金（18年度～22年度）
充当率→伊賀市全体での交付対象期
間全事業費のおおむね４５％

地域住宅交付金（18年度～22年度）
充当率→伊賀市全体での交付対象期
間全事業費のおおむね４５％

地域住宅交付金（23年度～27年度）
充当率→伊賀市全体での交付対象期
間全事業費のおおむね４５％

地域住宅交付金（23年度～27年度）
充当率→伊賀市全体での交付対象期
間全事業費のおおむね62.5％

単位 単位 数量 金  額単位事 業 内 容 数量 金  額単位 事 業 内 容

区分

会計

項

名               称

340

39

事業名

基　本
施　策

細目

細々目

款

コード

やはたまちづくり事業

部落差別の解消に向け、同和行政を推し進める
目

生活基盤の確立

コード 名            称

01

03

一般会計

民生費

03

01

101

同和行政総務費

同和行政経費

同和行政費

実績

目標

20

A 現状維持
　まちづくり協議会と協働で、市の住環境整備計画である「まちづくり基本計画」の平成22年度策定を目指
す。現状維持である。

目標値

　
目標 ―

Ｈ20

ソフト事業

回
30

20

Ｈ21

15

Ⅰ

目標

実績

Ｈ22

目標値

まちづくり協議会の活動回数

　 (千円)

活動指標 単位
実績値

Ｈ19

1.0 人 7,200

25,944

1,000

まちづくり協議会　まちづ
くり計画策定委託料

まちづくり協議会　まちづ
くり計画策定委託料

1,890 1,722 2,000

まちづくり協議会　活動
補助金

まちづくり協議会　まちづ
くり計画策定委託料

まちづくり協議会　活動補
助金

まちづくり基本計画策定
委託料

まちづくり協議会　まちづ
くり計画策定委託料

まちづくり協議会　活動
補助金

まちづくり基本計画策定
委託料

85,128
5,984 6,100 5,100 3,100 227,008
2,992 3,355 2,805 1,705

一般事務費

1,395

　

人 21,600人件費（Ｂ）

一般事務費 一般事務費

地域住宅交付金（18年度～22年度）
充当率→伊賀市全体での交付対象期
間全事業費のおおむね４５％

まちづくり基本計画策定
委託料

まちづくり基本計画策定
委託料

人件費（Ｂ）

2,992 2,745 2,295

13,184

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


